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阜

議
案
第
十
八
号

三
朝
軒
畠
良
港
廉
保
険
税
条
例
の
一
都
改
正
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
三
朝
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
'
′
増
藷
自
治
法
(
昭
和

二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
)
第
九
十
六
条
第
1
項
の
競
走
転
よ
り
'
本
論
会
の
議
決
を
革
め
る
｡

暗
和
六
十
三
年
三
月
十
一
日

三

朝

町

長

　

　

安

　

　

田

　

　

夷

　

1

　

称

慧
六
栂
春
草
夢
月
世
事
日
　
原
寮
可
決

三
朝
町
亀
谷
級
長
安
井
由
符



三
朝
町
条
例
弟

号

ノ

　

)

三
朝
町
国
民
健
簾
保
険
税
条
例
の
一
L
部
を
改
正
す
る
条
例

三
朝
町
国
民
健
簾
保
険
税
条
例
　
(
鵬
和
四
十
五
年
三
朝
町
条
例
第
十
九
号
)
　
の
1
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
｡

附
則
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
を
t
項
ず
つ
繰
下
げ
､
第
五
項
の
次
に
次
の
　
l
項
を
加
え
る
｡

(
超
短
期
所
有
土
地
の
諌
渡
等
紅
係
る
事
業
所
得
等
に
係
る
国
民
健
簾
保
険
税
の
課
税
の
好
例
)

占
　
前
項
の
規
定
は
'
世
帯
主
又
は
そ
の
世
帯
に
√
属
す
る
垣
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
演
附
則
第
三
十
三

条
の
四
第
一
項
の
事
業
所
得
叉
は
雑
所
得
を
宥
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
｡
こ
の
場
合
に
お
■
い
て
t′ノ

I
前
項
中
｢
凍
附
則
第
三
十
三
条
の
三
第
1
項
に
規
定
す
る
土
地
等
に
係
る
事
業
所
得
等
の
金
額
｣
　
と
あ
る

の
は
｢
法
附
則
第
三
十
三
条
の
四
第
t
項
に
規
定
す
る
超
短
期
所
有
土
地
等
に
係
る
事
業
所
得
等
の
金
額
｣

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
｡

附

　

則

(
施
行
期
日
)
　
1

こ
の
条
例
は
'
昭
和
六
十
三
年
四
月
7
日
か
ら
施
行
す
る
?



(
適
用
区
分
)

チ
改
正
後
の
三
朝
町
国
民
健
廉
保
倹
税
条
例
附
則
第
六
項
の
規
定
､
は
'
拍
和
六
十
三
年
度
以
後
の
年
度
分

の
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
適
用
し
'
暗
和
六
十
二
年
度
分
■
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
我
に
つ
い
て
は
'

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
｡
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